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   本論文の方法論的な特徴を挙げるとすれば、それは整合的読解ということである。従来、不整合や体
系上の不備を指摘され続けてきたバウムガルテンの『美学』を整合的に読解することが本論文の唯一の
目的であると言っても過言ではない。しかしその目的は、『美学』にとどまらず、『形而上学』や遺稿群
を含む他のテクストの読解及びそれらと『美学』の精緻な突合せを要求するとともに、古代以来の修辞
学の伝統全体とバウムガルテンとの関係を、予断を持たずに明らかにすることを必要とした。そのよう
にして得られた成果は、整合的読解という言葉から連想されるような小さくまとまったものではなく、
これまで行われてきたバウムガルテン評価全体を覆すような大きな意義を持つものとなった。特に第五
章に見られるように、時に論証の不十分な点は見られるが、そのことは、一次文献の綿密な調査や、先
行研究に対する周到な目配りを踏まえ、本論文によって提出されているバウムガルテン像の革新性を脅
かすものではまったくない。上記の点から、本論文は博士論文として十分な意義を持つものとして認め
ることのできるものである。 
 
